





































































































































































































































































































「女子ト大学（女子ノ高等教育）」のあとに、「原著（The Women and The
University Page１９１ in “The Voice of the Scholar” and Page１２３ “Care
























































































































































































































































「女子人文学士（Ladies Literate in Arts=L. L. A.）」というものであったこ
とを紹介している（水田前掲書、１３９頁）。また、E. H. ロペスは、女子学
生がハーバードで男子学生と一緒に講義を受けていても、学位だけはラ
ドクリフで授与されていたころの状況について紹介している（ロペス著、
常盤新平訳『ハーバードの神話』（TBSブリタニカ、１９８１年）２３３～２３５
頁）。
（２１） 成城学園教育研究所蔵
（２２） 文部省、１９０２年。６分冊のそれぞれのタイトルは次のとおりである。
第１編「欧州各国大学制度綱領」、第２編「欧州諸国大学便覧」、第３編
「米国大学論」、第４編「独乙大学ニ関スル諸法令」、第５編「伊国高等教
育法案」、第６編「仏国大学に関する諸法令」
（２３） 成城学園教育研究所蔵。ただし英文タイトルは棒線で抹消されている。
（２４） しかし、その著者をはじめ、原著は現在のところ不明である。澤柳文
庫（教育研究所に保存されている澤柳の蔵書）にも、それらしき著作は
見当たらない。
（２５） このあたりの事情に関しては、澤柳礼次郎前掲書『吾父澤柳政太郎』１２５
～１２７頁に詳しい。
（２６）『婦女界』第２巻第１号（１９１０年７月）４９頁
１１１（３２）
（２７） 同上５０頁
（２８） 同上５１頁
（２９）『家庭週報』第１０６号、１９０６年７月６日
（３０）澤柳前掲「不幸なる少数の女子のみ高等職業教育を受けさしむ可し」４
頁
（３１） 同上５頁
（３２） 東北大学前掲書９２頁
（３３） 澤柳「共学論」（成城学園澤柳政太郎全集刊行会編『澤柳政太郎全集』
（国土社、１９７８年。以下、『全集』）第３巻。４３２頁
（３４） 同上４３２頁。傍線は引用者による。
（３５） 澤柳「学制調査会の設立は不必要なり」『全集』第３巻、１６８頁
（３６） 東北大学前掲書９２頁
（３７） 村田前掲書『わが国女子高等教育成立過程の研究』７８～８０頁
（３８） 九州大学『九州大学五十年史通史』２２１頁
（３９） 前掲注（２９）に同じ
〈謝辞〉本稿を執筆するに当たって、成城学園教育研究所の方々には資料面
等において大変お世話になりました。
（３３）１１０
